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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　据え置き型スキャナ装置の支柱に取り付けられるフキン収容部であって、
　前記フキン収容部は、第１部品と、第２部品とを備え、
　前記第１部品は、フキン収容スペースと第１係合部とを有し、
　前記第２部品は、前記支柱に取り付けるための取り付け部と、第２係合部とを有し、
　前記第１部品は、前記第１係合部を前記第２部品の前記第２係合部に着脱可能に係合さ
せて、前記支柱の外側に取り付けられることを特徴とするフキン収容部。
【請求項２】
　前記第１部品の前記フキン収容スペースは、その上面にフキンを載置させるトレイ状に
形成されていることを特徴とする請求項１に記載のフキン収容部。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のフキン収容部と、商品コードを読み取るスキャナと、
前記スキャナを支持するとともに前記フキン収容部が取り付けられる支柱とを備えている
ことを特徴とする据え置き型スキャナ装置。
【請求項４】
　前記フキン収容部の前記第１部品は、前記支柱に対して前記スキャナを取り付けた前記
据え置き型スキャナ装置の前方側に配置されていることを特徴とする請求項３に記載の据
え置き型スキャナ装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フキン収容部およびそれを備えた据え置き型スキャナ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、店員の１人が、顧客が購入する商品の商品登録作業を行い、他の店員の１人が精
算作業を行うＰＯＳ（Ｐｏｉｎｔ　Ｏｆ　Ｓａｌｅｓ）システムにおいて、商品登録作業
に使用される据え置き型スキャナ装置として、サッカー台（載置台）等の上に載置され各
種表示器や商品情報入力用のキーボード等を支持する支柱を備えた据え置き型スキャナ装
置が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　そして、このような据え置き型スキャナ装置では、前述した支柱の下部において、支柱
の一部を支柱の内側に向けて凹ませることにより形成されたスペースを、店員等が使用す
るフキン（布巾）を収容するフキン収容部として利用する場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１０８８６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、このような従来の据え置き型スキャナ装置では、前述したフキン収容部が、
オペレータ（店員）の目線より下方に位置する支柱の下部において、支柱の一部を支柱の
内側に凹ませるように形成されているため、店員等がフキン収容部に的確な清掃を施しに
くく、また、店員等から見てフキン収容部の内表面が視認しづらくなっているので、フキ
ン収容部の内表面に付着した汚れが見過ごされ易く、フキン収容部およびフキンの清潔な
状態が維持されにくいという問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、従来の問題を解決するものであって、すなわち、本発明の目的は、
清掃の容易なフキン収容部およびこれを備えた据え置き型スキャナ装置を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のフキン収容部は、据え置き型スキャナ装置の支柱に取り付けられるフキン収容
部であって、前記フキン収容部は、第１部品と、第２部品とを備え、前記第１部品は、フ
キン収容スペースと第１係合部とを有し、前記第２部品は、前記支柱に取り付けるための
取り付け部と、第２係合部とを有し、前記第１部品は、前記第１係合部を前記第２部品の
前記第２係合部に着脱可能に係合させて、前記支柱の外側に取り付けられることにより、
前述した課題を解決したものである。
【０００８】
　本発明の据え置き型スキャナ装置は、前記フキン収容部と、商品コードを読み取るスキ
ャナと、前記スキャナを支持するとともに前記フキン収容部が取り付けられる支柱とを備
えていることにより、前述した課題を解決したものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のフキン収容部は、フキン収容スペースを有する第１部品を支柱の外側に取り付
ける構造を採用することにより、第１部品を支柱に取り付けた状態であっても、フキン収
容スペースに的確な清掃を施すことが容易であるとともに、フキン収容スペースの内表面
の汚れが見過ごされにくいため、フキン収容スペースおよびフキンの清潔な状態を維持で
きる。
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【００１０】
　また、フキン収容スペースを有する第１部品が、支柱に取り付けられた第２部品に対し
て着脱可能に取り付けられることにより、第１部品を第２部品から取り外すことが可能で
あり、取り外した第１部品を水洗いできる等、フキン収容スペースの衛生状態を容易に維
持できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態である据え置き型スキャナ装置を示す斜視図である。
【図２】フキン収容部を構成する第１部品を示す斜視図である。
【図３】第１部品を示す側面図である。
【図４】フキン収容部を構成する第２部品を示す斜視図である。
【図５】第１部品を取り外した状態の据え置き型スキャナ装置を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の据え置き型スキャナ装置の一実施形態を図面に基づいて説明する。
【実施例】
【００１３】
　本実施形態の据え置き型スキャナ装置１０は、店員の１人が、顧客が購入する商品の商
品登録作業を行うとともに他の店員の１人が精算作業を行うＰＯＳ（Ｐｏｉｎｔ　Ｏｆ　
Ｓａｌｅｓ）システムにおいて、商品登録作業に使用されるものである。
【００１４】
　据え置き型スキャナ装置１０は、図１に示すように、商品に付された商品コードを読み
取るＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）イメージセンサ等のスキャ
ナ６０と、各種入力を受け付けるキーボード７０と、タッチパネル付きの店員用表示器７
１と、顧客用表示器７２と、これら各部を支持する支柱５０とを備えている。なお、図１
および図５の符号７３は、据え置き型スキャナ装置１０を載置するサッカー台である。
【００１５】
　据え置き型スキャナ装置１０は、図１に示すように、店員等が多目的で使用するフキン
（布巾）を収容しておくためのフキン収容部２０を支柱５０の下部に備えている。
【００１６】
　フキン収容部２０は、図１や図５に示すように、支柱５０の外側に突出した状態で支柱
５０の前方側に配置される樹脂製の第１部品３０と、支柱５０の後方側に配置される樹脂
製の第２部品４０とから構成されている。第１部品３０と第２部品４０とは、支柱５０の
周囲を取り囲むように配置されている。
【００１７】
　第１部品３０は、図２に示すように、フキンを載置するためのトレイ状のフキン収容ス
ペース３１をその上面に有しているとともに、図３に示すように、第２部品４０の第２係
合部４２に着脱可能に係合するための一対の凸部状の第１係合部３２をその下面に有して
いる。
【００１８】
　第１部品３０は、図１に示すように、支柱５０に対してスキャナ６０を取り付けた前方
側、すなわち、据え置き型スキャナ装置１０を操作する店員の作業スペース側に配置され
、これにより、店員は、フキン収容スペース３１からのフキンの取り出しや、フキン収容
スペース３１の清掃や、第１部品３０の着脱作業等を店員の作業スペース側から行うこと
ができる。
【００１９】
　第２部品４０は、図４に示すように、第２部品４０を支柱５０に嵌合させ取り付けるた
めの取り付け部４１と、第１部品３０の第１係合部３２に着脱可能に係合するための一対
の凹部状の第２係合部４２とを有している。
【００２０】
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　第２部品４０に対して第１部品３０を取り付ける際には、図５に示すように、支柱５０
に予め取り付けられた第２部品４０に対して、凹部状の第２係合部４２と凸部状の第１係
合部３２との位置が合うように、第２部品４０に対して第１部品３０を上方から接近させ
て嵌め込む。
【００２１】
　また、第１部品３０を取り外す際には、第２部品４０を作業者の手等で押さえながら、
第１部品３０のみを上方に持ち上げることで、凹部状の第２係合部４２と凸部状の第１係
合部３２との係合を解除して、第２部品４０から第１部品３０を取り外す。なお、取り付
け、取り外しには、固定ネジや工具等は使用しない。
【００２２】
　このようにして得られた本実施形態では、フキン収容スペース３１を有する第１部品３
０を支柱５０の外側に突出した位置に取り付ける構造を採用することにより、第１部品３
０を支柱５０に取り付けた状態であっても、フキン収容スペース３１に的確な清掃を施す
ことが容易であるとともに、フキン収容スペース３１の内表面の汚れが見過ごされにくい
ため、フキン収容スペース３１およびフキンの清潔な状態を維持できる。
【００２３】
　また、フキン収容スペース３１を有する第１部品３０が、支柱５０に取り付けられた第
２部品４０に対して着脱可能に取り付けられることにより、第１部品３０を第２部品４０
から取り外すことが可能であり、取り外した第１部品３０を水洗いできる等、フキン収容
スペース３１の衛生状態を容易に維持できる。
【００２４】
　上述した実施形態では、第１部品３０に形成された第１係合部３２が凸部状であり、第
２部品４０に形成された第２係合部４２が凹部状であるものとして説明したが、第１係合
部３２および第２係合部４２の具体的態様は、固定ネジや工具を使用することなく、第２
部品４０に対して第１部品３０を係合させて取り付けるものであれば、如何なるものでも
よい。例えば、第１係合部３２を凹部状に形成し、第２係合部４２を凸部状に形成しても
よい。
【符号の説明】
【００２５】
　１０　・・・　据え置き型スキャナ装置
　２０　・・・　フキン収容部
　３０　・・・　第１部品
　３１　・・・　フキン収容スペース
　３２　・・・　第１係合部
　４０　・・・　第２部品
　４１　・・・　取り付け部
　４２　・・・　第２係合部
　５０　・・・　支柱
　６０　・・・　スキャナ
　７０　・・・　キーボード
　７１　・・・　店員用表示器
　７２　・・・　顧客用表示器
　７３　・・・　サッカー台
【要約】
【課題】清掃の容易なフキン収容部およびこれを備えた据え置き型スキャナ装置を提供す
ること。
【解決手段】据え置き型スキャナ装置１０の支柱５０に取り付けられるフキン収容部２０
であって、第１部品３０と、第２部品４０とを備え、第１部品３０は、フキン収容スペー
ス３１と第１係合部３２とを有し、第２部品４０は、支柱５０に取り付けるための取り付
け部４１と、第２係合部４２とを有し、第１部品３０は、第１係合部３２を第２部品４０
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の第２係合部４２に着脱可能に係合させて、支柱５０の外側に取り付けられるフキン収容
部２０。
【選択図】図５

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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